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このガイドでは、ストラングラー fig パターンを実装して、Amazon Web Services () のレガシー 
ASP.NET ウェブサービスをモダナイズするためのアプローチとベストプラクティスについて説明し
ますAWS。strangler fig パターンは、レガシーシステムの既存の機能を新しいアプリケーションや
サービスに段階的に置き換えるモダナイゼーションアプローチです。その後、新しいシステムがレガ
シーシステムの古い部分や主要な部分をすべて置き換えます。機能が置き換えられると、レガシー 
(多くの場合モノリシック) システムの非アクティブな部分を削除または廃止できます。

このガイドでは、抽象化アプローチによる変更されたブランチについて説明します。抽象化アプロー
チは、ソフトウェアシステムを段階的に変更するための一般的な手法であり、サービスが動作を別の
新しいサービスに延期し、サービスコンシューマーへの重大な変更を管理するのに役立ちます。

ターゲットを絞ったビジネス成果

このガイドの目的は、Representational State Transfer (REST) または Simple Object Access Protocol 
(SOAP) 標準に基づくレガシー ASP.NET サービスをお客様がモダナイズできるようにすることです 
AWS。大規模なモノリシックアプリケーションのデカップリングに関連する配信リスクを管理する
ために、段階的なモダナイゼーションアプローチが必要なシナリオに焦点を当てています。また、重
大な変更を加えることなく、複数のコンシューマーを持つサービスを同期してアップグレードできな
いシナリオについても説明します。

このガイドは、以下を支援することを目的としています。

• で ASP.NET アプリケーションを移行、モダナイズ、スケーリングする AWS

• レガシーアプリケーションのモダナイズに関連する配信リスクを管理する

• 可用性の高い複数のコンシューマーを持つサービスを切り離す

ターゲットを絞ったビジネス成果 1



AWS 規範ガイダンス コンテナと Amazon API Gateway を使用してレガシー Microsoft 
ASP.NET (ASMX) ウェブサービスを段階的にモダナイズする

ASP.NET ウェブサービスのタイプ
でレガシー ASP.NET ウェブサービスをモダナイズする予定の場合は AWS、通常、これらのサービ
スを 2 つのカテゴリにグループ化できます。

• REST ベースの ASP.NET ウェブサービス。これらは、ASP.NET Web API (RESTful) または 
ASP.NET Model-View-Controller (MVC) パターンを使用して構築されます。

• SOAP ベースの ASP.NET ウェブサービス。これらは、Windows Communication Foundation 
(WCF) または ASP.NET Web Service (ASMX) ファイルと ASP.NET WebMethods を使用して実装
されます。

REST は、現在ウェブ APIs。したがって、このアプローチを使用して実装されるサービスは、ほと
んどの最新のツールやフレームワークと互換性があるため、より簡単なモダナイゼーションの道筋
があります。これらのサービスのモダナイズは API ゲートウェイと API マネージャーを使用して容
易になります。主な懸念事項は、サービスが表すリソースとビジネスドメインをどのようにモデル
化するか、またサービスがどのように保護されるかです。ただし、SOAP に依存するウェブサービ
スは、一般的に REST ベースのサービスより古いため、現在はサポートが制限されています。これ
らのサービスの移行には、REST ベースのサービスと同じ懸念が伴います。また、ツールやフレーム
ワークのサポートがほとんどまたはまったくないという追加の課題にも直面しています。
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strangler fig パターン
ストラングラーイチジクパターンは、大規模なモノリシックシステムをモダナイズまたは書き換える
際のリスクを管理する方法として、Martin Fowler によって導入されました。このパターンは、古い
樹木と一緒に成長する茂みとして生き始める植物の一種に似ています。茂みが大きくなると、完全に
消費され、最終的にホストツリーを置き換えるために広がり、新しいストラングラーイチジクツリー
がそのまま残ります。ASP.NET ウェブサービスをモダナイズする場合、このパターンは、他のシス
テムにウェブサービスへの依存関係があるプロキシを確立することで、システム機能を段階的に置き
換えます。当初、これらのプロキシの実装は既存のモノリシックアプリケーションサービスによって
実行されるため、これらのプロキシはパススルー動作であると見なすことができます。自然アナログ
では、これは、ストラングラーイグがホストツリーのトランクにぶどうを最初に送信するときです。
次に、モノリスから分離された新しいサービスが作成され、プロキシの実装はその新しいサービスに
委ねられます。自然アナログでは、これは、ストラングラーイチジクの茂みが木の枝の 1 つを囲ん
でそれを追い越すときです。このプロキシのパターンは、プロキシ実装を新しいサービスと交換し、
レガシーシステムのすべての関数が新しいサービスに移行するまで続きます。この時点で、strangler 
fig vine はツリーを完全に消費し、レガシーシステムを廃止できます。

strangler fig パターンを使用する場合は、以下のベストプラクティスに従って、アプリケーションを
個別にスケールしてデプロイし、よりスムーズに行うことができます。

• テストカバレッジが良好で、それに関連する技術的負債が少ないコンポーネントを選択します。こ
のコンポーネントから始めると、モダナイゼーションプロセス中にチームに多くの自信を与えるこ
とができます。

• スケーラビリティ要件があるコンポーネントを選択し、これらのコンポーネントのいずれかから始
めます。

• ビジネス要件が頻繁に変更され、デプロイが頻繁に行われるコンポーネントを選択します。

• このパターンを大規模に実装するには AWS、Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS) 
で実行されている Windows コンテナにリファクタリングされた ASMX サービスをデプロイ
し、Amazon API Gateway を使用してモダナイズされた REST API を公開します。

3



AWS 規範ガイダンス コンテナと Amazon API Gateway を使用してレガシー Microsoft 
ASP.NET (ASMX) ウェブサービスを段階的にモダナイズする

REST ベースの ASP.NET ウェブサービス

strangler fig パターン AWS を使用して で REST ベースの ASP.NET サービスをモダナイズする場
合は、Amazon API Gateway を使用して、トラフィックを新しいサービスに振り向けるために使用
されるプロキシを確立することをお勧めします。API Gateway エンドポイントは、サービスコン
シューマーとモダナイズされているレガシーサービスの間の仲介として導入できます。レガシーサー
ビスがすでに にある場合 AWS、API Gateway エンドポイントはリクエストをレガシー REST サー
ビスにルーティングするように設定されます。サービスがまだオンになっていない場合は AWS、新
しい API Gateway プロキシを確立する前に、そのまま移行できます。これが不可能な場合は、 など
の AWS 接続サービスを使用して API Gateway Direct Connect をオンプレミスデータセンターに接
続することで、ハイブリッドクラウドアプローチを取ることができます。次の図は、2 つの間で API 
Gateway をプロキシとして導入する前後の ASP.NET REST サービスとそのコンシューマーを示して
います。

プロキシの導入前:

API Gateway をプロキシとして追加した後:

API Gateway プロキシを配置すると、Amazon ECS を使用して に AWS モダナイズされたサービス
を作成してデプロイし、高度にスケーラブルで利用可能なサービスを実現できます。プロキシと新
しくモダナイズされたサービスを作成してテストしたら、API Gateway エンドポイントを再設定し
て、モダナイズされた REST API を指定して実装できます。

4
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新しくモダナイズされたサービスに、消費システムが依存するレガシープロキシ契約とは異なる API 
契約がある場合は、API Gateway のデータ変換機能を使用できます。レガシーシステムのスキーマ
を使用して構造化された受信 API リクエストをマッピングし、新しいサービスの契約に変換できま
す。
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SOAP ベースの ASP.NET ウェブサービス (ASMX)
レガシー ASP.NET ウェブサービス (ASMX) を REST API にモダナイズすると AWS、依存するコン
シューマーが存在する可能性があり、関連するリスクのために同時にアップグレードすることはでき
ません。次の図は、3 つの依存コンシューマーを持つ ASMX ウェブサービスを示しています。

これらのコンシューマーは SOAP プロトコルを使用して ASMX サービスを呼び出すため、ASMX 
サービスを REST API に置き換えると、これらのコンシューマーは破損します。さらに、システム
をモノリシックアーキテクチャからマイクロサービスに変換している間に ASMX サービスを REST 
API にリファクタリングすると、ほとんどの場合、システム動作とドメインモデルのリモデルが必要
になります。これにより、コンシューマーに重大な変更が生じる可能性があります。

システムを段階的にモダナイズできるように、古いサービスとの下位互換性を維持するため
に、strangler fig アプローチのガイダンスを実装できます。strangler fig アプローチでは、重要なレガ
シーシステムのモダナイズに関連するリスクの一部は、レガシーシステムを新しいシステムに徐々に
置き換えることで管理されます。

抽象化による分岐は、Martin Fowler によって導入されたもう 1 つのアプローチであり、strangler fig 
パターンを実装するための効果的な手法です。strangler fig アプローチと同様に、抽象化による分岐
は、エンジニアが主要な機能を置き換えたりモダナイズしたりする必要がある場合に、システムへの
段階的および段階的な変更を行うのに役立ちます。このアプローチでは、特定の機能を実装するコー
ドと、その機能を使用するコード (クライアントコード) の間に抽象化レイヤーが導入されます。こ
の抽象化レイヤーは、具体的なクラスに継承できる抽象型である必要はありません。代わりに、コン
シューマーとプロバイダー間の機能契約をキャプチャする任意の実装にすることができます。
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レガシー SOAP ベースの ASP.NET ウェブサービスの場合、抽象化手法によってブランチに着想を
得たアプローチにより、互換性を維持することで、サービスコンシューマーを古いものから新しいも
のへ段階的に移行できます。ただし、SOAP ベースの ASP.NET ウェブサービスのアプローチでは、
継承の代わりに委任を使用します。ASMX コンシューマーとの互換性は、レガシー ASMX サービ
スをリファクタリングして実装を新しい REST API に委任することで実現されます。次の図は、実
装を新しい REST API に委任しているレガシー ASMX サービスを示しています。この委任により、
サービスコンシューマー 3 は新しい REST API にアップグレードできますが、サービスコンシュー
マー 1 と 2 は個別にアップグレードされます。

ASMX サービスリファクタリングの性質は、そのサービスの機能要件と非機能要件 (機能横断) に
よって異なります。場合によっては、リファクタリングには、古い から新しい認証および認可メカ
ニズムへの変換、サービス ASMX ペイロードの XML から JSON への変換、変換されたペイロード
を使用した REST API の呼び出しが含まれることがあります。より複雑なシナリオでは、リファク
タリングされた ASMX サービスが複数の REST APIs への呼び出しをオーケストレーションし、状態
を維持しなければならない場合があります。

サービスコンシューマーをレガシー ASMX サービスからモダナイズされた REST API に移行するプ
ロセスは、すべてのサービスコンシューマーが新しい API を参照するように更新されるまで段階的
に継続されます。次の図は、すべてのサービスコンシューマーが REST API を参照し、ASMX サー
ビスが不要になったために廃止された、完全にモダナイズされた状態を示しています。
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アーキテクチャの例

SOAP ベースの ASMX サービスのエンドステートアーキテクチャは、モダナイズされた REST API 
を使用するすべてのサービスコンシューマーを示し、レガシー ASMX ウェブサービスの廃止につな
がります。ただし、このパターンの焦点は、エンドステートアーキテクチャではなく、コンシュー
マーのアップグレード中に移行中に必要な中間ステートアーキテクチャです。この中間状態を次の
図に示します。この中間アーキテクチャでは、サービスコンシューマー 1 と 2 は引き続きレガシー 
ASMX サービスを使用しています。このサービスは、実装をモダナイズされた REST API に委任す
るためにリファクタリングされています。リファクタリングされた Windows サービスは、Amazon 
ECS の Windows コンテナとしてデプロイされ、高可用性のために 3 つのアベイラビリティーゾー
ン間で設定され、Application Load Balancer を介してアクセスされます。サービスコンシューマー 3 
が更新され、API Gateway を介して新しい REST API を直接使用できるようになりました。

アーキテクチャの例 8
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その他の考慮事項

ここまで、API Gateway と Windows コンテナを使用してレガシー ASP.NET ウェブサービスをモダ
ナイズする方法について説明します AWS。考慮すべきその他の考慮事項は次のとおりです。

• セキュリティ

• サービスドメインのリモデリング

• モダナイズするサービスが多数ある場合のウェブサービスアップグレードの順序付け

これらについては、以降のセクションで説明します。

認証と認可

最新の APIs では、OAuth 2.0 や OpenID Connect などのトークンベースの (JSON ウェブトークン
または JWT) 認証および認可標準が一般的に活用されていますが、従来の ASP.NET ウェブサービス
は、Windows Active Directory ドメインに対する基本認証または Windows 統合認証に依存していま
した。ベストプラクティスとして、古い認証と認可のアプローチと新しい認証と認可のアプローチ
に互換性がない場合は、ウェブサービスをモダナイズする前に、これらのセキュリティメカニズムを
アップグレードすることをお勧めします AWS。ID をマッピングしたり、古いシステムと新しいシス
テム間でセキュリティ状態を安全に転送しようとしたりすることは、多大な労力とは言えませんが、
セキュリティの脆弱性を引き起こす可能性があります。

ドメイン駆動型設計

モノリスを個々のサービスに分割する場合、ドメイン駆動型設計 (DDD) は、システムをまとまりの
あるビジネスドメインにモデル化するためによく使用されるベストプラクティスです。DDD は、実
装を中核となるビジネス概念の進化するモデルに接続することで、複雑なニーズに対応するソフト
ウェアを開発するためのアプローチです。その前提は、プロジェクトの主な焦点をコアドメインとド
メインロジックに配置し、ビジネスを反映するモデルに基づいてシステム設計を行うことです。既存
のモノリシックアプリケーションをモダナイズするときに DDD を使用する場合は、モノリスの機能
やユーザーフローから逆算する必要があります。DDD を strangler パターンと組み合わせて使用する
と、モノリスを破壊し、どのサービスを絞るかを決定するプロセスをガイドできます。つまり、ドメ
イン駆動型設計という用語です。

認証と認可 10
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中間状態とターゲット状態

いくつかの ASP.NET ウェブサービスをモダナイズする場合は AWS、まず、すべてのサービスがモ
ダナイズされた後にターゲット状態アーキテクチャを定義することをお勧めします。ただし、ビジ
ネスコンテキストは頻繁に変化し、システムターゲットの状態はビジネス目標に合わせて必要に応
じて更新する必要があるため、ターゲット状態アーキテクチャは必ずしも終了状態または最終状態
ではありません。ターゲット状態を定義したら、そこから逆算して、ターゲット状態ビジョンを段
階的に満たす中間状態アーキテクチャを定義できます。これらの暫定状態のアーキテクチャは、ホ
ストツリーの主要部分を見つけて取り込むにつれて、ラングルーイグが木を萌える進行と考えること
ができます。中間状態のアーキテクチャでは、多くの場合、ターゲット状態への進化を容易にするた
めに、終了状態のアーキテクチャの一部ではない一時的または重複するコンストラクトが導入されま
す。SOAP ベースの ASP.NET ウェブサービスのモダナイゼーションは、新しい REST API にアップ
グレードできるようになるまで、レガシーサービスに依存する呼び出しシステム間のギャップを埋め
るために、Windows ベースのコンテナが一時的に導入されるという例を示しています。

中間状態とターゲット状態 11
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よくある質問
このセクションでは、レガシー ASP.NET ウェブサービスのモダナイズに関してよく寄せられる質問
に対する回答を提供します。

は Windows コンテナ AWS をサポートしていますか?

はい。Amazon Elastic Container Service (Amazon ECS) と Amazon Elastic Kubernetes Service 
(Amazon EKS) の両方が Windows コンテナをサポートしています。Windows コンテナを使用してこ
れらの AWS サービスを開始するには、以下を参照してください。

• Amazon EC2 Windows コンテナを使用した Amazon ECS コンソールの開始方法 (Amazon ECS ド
キュメント)

• Amazon EKS Windows Container Support が一般公開されました (AWS ニュースブログ)

Linux で ASP.NET サービスを実行することはできますか?

はい。.NET Core で記述された ASP.NET サービス (APIs) は Linux で実行できます。を使用して 
Linux で .NET Core アプリケーションを実行するには AWS Elastic Beanstalk、Elastic Beanstalk ド
キュメントの「Linux での .NET Core の使用」を参照してください。

Windows コンテナを で実行できますか AWS Fargate?

このガイドの執筆時点で、Windows コンテナは Amazon EC2 起動タイプでのみサポートされてい
ます。Fargate 起動タイプは、現在 Windows コンテナではサポートされていません。詳細について
は、Amazon EC2 Windows コンテナ」を参照してください。

Amazon API Gateway は Windows 統合認証をサポートしています
か? OAuth 2.0 をサポートしていますか?

デフォルトでは ではありません。ただし、API Gateway は Amazon Cognito ユーザープールを使
用して OAuth 2.0 をサポートし、カスタムオーソライザーを使用して他の認証および認可プロバイ
ダーをサポートします。これらのオプションの使用を開始するには、以下を参照してください。

• Amazon API Gateway でのカスタムオーソライザーの紹介 (AWS コンピューティングブログ)

は Windows コンテナ AWS をサポートしていますか? 12

https://docs.aws.amazon.com/AmazonECS/latest/developerguide/ECS_Windows_getting_started.html
https://aws.amazon.com/blogs/aws/amazon-eks-windows-container-support-now-generally-available/
https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/create-deploy-dotnet-core-linux.html
https://docs.aws.amazon.com/elasticbeanstalk/latest/dg/create-deploy-dotnet-core-linux.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonECS/latest/developerguide/ECS_Windows.html
https://aws.amazon.com/blogs/compute/introducing-custom-authorizers-in-amazon-api-gateway/
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• Amazon Cognito ユーザープールをオーソライザーとして使用して REST API へのアクセスを制御
する (API Gateway ドキュメント)

Amazon API Gateway は Windows 統合認証をサポートしていますか? OAuth 2.0 をサポートしています
か?
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https://docs.aws.amazon.com/apigateway/latest/developerguide/apigateway-integrate-with-cognito.html
https://docs.aws.amazon.com/apigateway/latest/developerguide/apigateway-integrate-with-cognito.html
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次のステップとリソース
レガシー ASP.NET アプリケーションの移行とモダナイゼーションプロセスを開始するには：

1. 移行先の ASP.NET ウェブサービスのタイプを決定します AWS。モダナイゼーションの観点か
ら、ASP.NET ウェブサービスは 3 つのカテゴリに分類されます。このガイドで説明する最初の 
2 つのカテゴリは、ASMX ファイルまたは Windows Communication Foundation (WCF) を使用し
て記述された SOAP ベースの ASP.NET ウェブサービス、および RESTful ASP.NET Web APIs
または ASP.NET Model-View-Controller (MVC) パターンを使用して記述された REST ベースの 
ASP.NET サービスです。 RESTful 3 番目のタイプの ASP.NET ウェブサービスは、ASP.NET 
MVC と .NET Core または .NET 5 を使用して記述されます。これは、ASP.NET REST APIs記述
するための現在の推奨方法であり、移行に大幅なモダナイゼーションは必要ありません AWS。

2. これらのサービスが認証と認可のためにどのように保護されているかを判断し、アプローチを確
立し、モダナイゼーションの取り組みのこの側面に優先順位を付けます。

3. Windows コンテナ、Amazon ECS、Amazon API Gateway について理解します。

4. ドメイン駆動型設計についてお読みください。これにより、モダナイズされたサービスがレガ
シーシステムの設計ではなく、まとまりのある機能ドメインに基づいてモデル化され、モダナイ
ゼーションの取り組みを最大限に活用できます。

5. ターゲット状態のアーキテクチャを確立し、その成果を達成するために必要な中間状態のアーキ
テクチャを逆算して決定します。

このガイドで説明されているパターンの詳細については、Martin Fowler による次の記事を参照して
ください。

• Strangler fig アプリケーション

• 抽象化による分岐

• ドメイン駆動型設計

このガイドで説明されている AWS サービスの詳細については、以下のリファレンスを参照してくだ
さい。

• Amazon エラスティックコンテナサービス (Amazon ECS)

• Amazon API Gateway
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https://martinfowler.com/bliki/DomainDrivenDesign.html
https://martinfowler.com/bliki/StranglerFigApplication.html
https://martinfowler.com/bliki/BranchByAbstraction.html
https://aws.amazon.com/ecs/
https://aws.amazon.com/api-gateway/
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ドキュメント履歴
以下の表は、本ガイドの重要な変更点について説明したものです。今後の更新に関する通知を受け取
る場合は、RSS フィード をサブスクライブできます。

変更 説明 日付

初版発行 — 2021 年 11 月 15 日
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/modernization-aspnet-web-services/modernization-aspnet-web-services.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。

xvi
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